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協議経過

小山委員長が開会を宣告し、会議成立宣言後、直ちに議事に入り、「文化及び文化財保

護に関する事務の市長部局への移管について」当局から説明を受け、質疑の後、聞き置く

こととし、協議会を閉会した。

なお、詳細は以下のとおり。

開会 午後０時58分

◎小山敏委員長

ただいまから総務政策委員協議会を開会いたします。

本日の出席者は全員でありますので、会議は成立しております。

本日御協議願います案件は、「文化及び文化財の保護に関する事務の市長部局への移管

について」であります。

議事の進め方につきましては委員長に御一任願いたいと思いますが、御異議ありません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎小山敏委員長

御異議なしと認めます。

そのように取り計らいをさせていただきます。

【文化及び文化財保護に関する事務の市長部局への移管について】

◎小山敏委員長

それでは、「文化及び文化財の保護に関する事務の市長部局への移管について」を御協

議願います。

当局から説明を願います。

情報戦略局長。

●浦井情報戦略局長

本日は御多用のところ、総務政策委員協議会をお開きいただき、誠にありがとうござい

ます。

御協議をお願いする案件につきましては、委員長からただいま御案内のありましたとお

り「文化及び文化財の保護に関する事務の市長部局への移管について」でございます。

この後、次長から説明いたしますので、どうぞよろしくお願いします。

◎小山敏委員長

情報戦略部次長。

●佐々木情報戦略局次長

それでは、「文化及び文化財の保護に関する事務の市長部局への移管について」御説明
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申し上げます。

これは、現在、伊勢市教育委員会の所管となっております文化及び文化財の保護に関す

る事務を市長部局へ移管しようとするものでございます。

資料１の１、経緯を御覧いただきたいと思います。

過疎化、少子高齢化などを背景に、文化財の滅失や散逸等の防止が喫緊の課題となって

おりまして、未指定を含めた文化財をまちづくりに生かしつつ、地域社会総がかりでその

継承に取り組んでいくことが必要であり、そのために地域における文化財の計画的な保存

活用の促進や地方文化財保護行政の推進力の強化を図るため、文化財保護法及び地方教育

行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律が平成31年４月に施行されました。

この改正により、教育委員会の所管とされている文化財の保護に関する事務について、

条例により地方公共団体の長が担当できることとなりました。

なお、文化財の保護に関する事務を除く文化に関する事務については、平成20年より条

例により地方公共団体の長が担当することが可能となっております。

２の目的でございますが、第三次伊勢市総合計画では、本市固有の有形無形の歴史的文

化的資産は、現在、未来に伝える貴重な財産であり、まちのイメージをつくり、人を引き

つける魅力となっているものの、少子高齢化、生活様式の変化、価値観の多様化により、

継承への不安の声も聞かれる状況であることから、歴史的、文化的資産の保存、継承、共

有財産としての愛着と誇りを育む教育や啓発、観光をはじめとした様々な分野における活

用をまちづくりの主要課題としております。

また、文化芸術については、生きがいづくりや地域活性化等、様々な行政分野の課題解

決に活用していくことが期待されております。

このことから、歴史的、文化的資産の保存継承及び文化芸術の振興と本市の活性化を相

乗的に推進することを目的として、シティプロモーションや地域自治、観光等様々な行政

分野と総合的一体的に取り組む体制を構築するため、市長部局への移管を行うものとする

ものでございます。

３の移管する事務の範囲につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

23条第３号の文化に関すること及び第４号の文化財の保護に関することとして、現在、文

化振興課が所管する業務の全てを対象とします。

４の移管先については、文化の振興に当たっては、市内外へ情報発信し、知ることから

愛着へ、関心から価値の向上へを目指すことが肝要であり、シティプロモーションとの関

係性が深いため、情報戦略局とし、移管時期は令和３年４月１日を目途に教育委員会の意

見聴取、文化財保護審議会における審議、市議会における議案審議等をお願いしてまいり

たいと考えております。

説明は以上となります。どうぞよろしくお願い申し上げます。

◎小山敏委員長

ただいまの説明に対しまして御発言はありませんか。

品川委員。

〇品川幸久委員
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法律の中でですね、地方公共団体の議会は、前項条例の制定または改廃の議決をする前

に、当該地方公共団体の教育委員会の意見を聞かなければならないということが書かれて

おるんですけど、今はどういう状態なんか、これから教育委員会の意見を聞くのか、そこ

ら辺はちょっと分からないんで説明していただけますか。

◎小山敏委員長

総務部参事。

●中川総務部参事

すみません。条例制定のときの手続の流れということでございます。

まず、市長部局のほうから教育委員会のほうへ意見を聞いとるというか、その調整の最

中はしております。この後それがまとまりましたら条例制定ということになるんですけど

も、議会のほうへ議案を提出させていただいたら、議会のほうがこの規定に基づいて教育

委員会に対して議決をする前に意見を聞いていただく、このような流れになります。

◎小山敏委員長

品川委員。

〇品川幸久委員

それからですね、先ほど説明の中で、平成20年からできるというようなうんぬんがあっ

たと思うんで、そこんとこをもうちょっと詳しく教えていただけませんか。最初の説明の

中にありましたよね、平成20年度からというようなことは、なかったですか。僕の聞き間

違いかな。

◎小山敏委員長

情報戦略局長。

●浦井情報戦略局長

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正といったものが平成20年４月１日に施

行されております。その中で、教育における地方分権の推進というふうな位置づけで、文

化、スポーツの事務を首長が担当できるようにするというふうに改正がされまして、こう

いうことですので、文化・スポーツにつきましても、条例を定めれば市長部局のほうに移

管できるというふうな措置が平成20年４月１日に法律改正があったというふうな説明をさ

せていただいております。以上です。

◎小山敏委員長

品川委員。

〇品川幸久委員

ということは、23 条の２と３については平成 20 年度からということで、この４につい
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ての文化財の保護に関するということが平成 31 年４月になったので、今これを出された

という理解でよろしいでしょうか。

◎小山敏委員長

情報戦略局長。

●浦井情報戦略局長

おっしゃる通りでございます。

◎小山敏委員長

品川委員。

〇品川幸久委員

私、これ出されたときに、平成 31 年４月の施行になっておるんですが、なぜ今出され

るのかなというふうな思いがして、ちょっと疑問なんで、そこのところの説明をしていた

だけますか。

◎小山敏委員長

情報戦略局長。

●浦井情報戦略局長

文化につきましては、様々な分野で携わりを持ちながら進めていくといいますか、保存

したり継承したりしていくことが必要かというふうに思っております。今回、平成 31 年

に改正があったわけですけれども、こちらにつきましては、先ほど次長のほうからも説明

をさせていただきましたとおり、国としましては、文化財の滅失、あるいは文化財の散逸、

これを止めるというふうな位置づけから、文化財も追加されたような形で、その地域総が

かりで対応していくのが必要だというふうなことになっております。

ただ、私共といいますとあれですけれども、伊勢市におきましては、各課のほうで様々

な事業を進めておるわけですけれども、その中で、生きがいづくりや地域の活性化等の諸

課題に対応していくというような位置づけの中で、自然とというといかんですけれども、

文化のことを材料にしながらそれぞれの部署のほうで文化を守るというような位置づけに

なるような格好で事業を進めてきております。

今後さらにこの歴史的、文化的資産の保存継承、文化芸術の振興、本市の活性化、この

辺をもっと相乗的に推進していくことで文化財の保存のほうにつながるように更にしてい

きたい、文化財全てのことについてですけれども、保存や継承や発展やというふうにつな

げていきたいというような思いから、このたび市長部局のほうに移管しようとするもので

ございます。

◎小山敏委員長

品川委員。
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〇品川幸久委員

あのね、何か先ほどの教民の説明でも実際そうなんですけれども、皆さんがこうやって

説明すればするほどね、今までが全く縦割りやったというようなことをね、出しておるよ

うなもので、例えばシティプロモーションにしてもだいぶ前からもうやられておる話で、

なぜ今それに乗っかってこれが出てきたのかというところが非常に僕は腑に落ちんのです

わ。やってもらうことはいいと思うんですが、なぜ早くやってこなかったのかと。

教民のほうでも質問があったと思うんですけれども、何かをしようと思ったときに、い

や、ここのところがこれやもんで、今回出しとかなあかんなあというような感じにしか取

れないんですよね。

来年度の予算のときに、そういうものが盛られたときに、実はここのところをなぶっと

かんだらいかんよねという、忘れとったらと言うたらなんですけど、そこのところに気が

付いたからこの時期に出してこられたのかなというふうに取ってしまわんでもないんです

よね。そこらへんはどうですか。

◎小山敏委員長

情報戦略局長。

●浦井情報戦略局長

今、品川委員がおっしゃっていただいたことについて反論じゃないですけれども、御意

見を申し上げるというよりも、そのような御意見を頂戴しながらも、我々としましては市

長部局のほうに移管して、まちづくりのほうと文化財の保存継承のほうを更に前に進めて

いくというふうな位置づけで今回移管させていただきますので、何とぞ御理解賜りますよ

うにお願いいたします。

◎小山敏委員長

品川委員。

〇品川幸久委員

理解はしとるんですよ。理解はしとるんですけどね、私もいろいろ文化財、文化振興課

のほうでもいろんな話をさせてもらったときにね、最終的にお金も人員もおらへんという

ような、予算がつかないよねという、だから伊勢市は文化については弱いよねという質問

もさせていただいたんですよね。

それが市長部局のほうに移動するということで、本来なら財政的にもそこをつけやない

かんしという話になろうかと思うんですが、人員配置も多分そうでありましょうし、例え

ばですね、先ほどの話も出ておったけれども、保存のこと、維持管理の話ですね、それと

かね、文化財としては当然専門員を置かないかんわけなので、そうですよね、専門員さん

という非常に大事になってくると思うので、それを教育委員会から市長部局のほうに移動

してですね、それを置くのか。例えばそこの市役所の駐車場のほうに塀を残していますよ

ね。あの塀を残すだけでもどんだけ専門員さんが調査に入ったかということはよく御存じ
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だと思うので、そこら辺のことも含めてしっかりした対応ができるのかどうかも含めて心

配なので、その分だけは教育委員会において置きますよ、ここのシティプロモーションの

部分はうちらがしますよじゃなくて移管するわけなんで、そこら辺をしっかりやってもら

わんとですね、非常に、私ら今まで縦割りやったのがこれから横断的にやりますよという

ただけのことではちょっといかんのかなと思うんで、その点ちょっと明確に御答弁くださ

い。

◎小山敏委員長

情報戦略局長。

●浦井情報戦略局長

縦割り、横割り、この言葉遣いはうまいことよう使いませんですけれども、現在文化振

興課のほうでやっておる事務につきましては、移管したからといって何も薄めることはご

ざいません。さらに市長部局のほうの他課のほうで取り組んでおることについて、さらに

文化を材料にしながらも事業を進めていただいて、ここに書いてありますとおり文化のこ

とをもっと知っていただいて、知っていただくことで愛着が生まれ、そういうことが深ま

ることによって価値が上がってくる、そういうふうなことの相乗的な効果を目指すという

ような位置づけで情報戦略局に配属になりますので、全庁的に文化のことを取り組むよう

な連携というか調整のほうも進めさせていただきたいと思っております。

ですので、こちらと言うといかんですけれども、市長部局のほうに移管したからといっ

て現在の保存活動というか保存事業について何も薄れることはございませんので、その点

御理解賜りますようお願いいたします。

◎小山敏委員長

品川委員。

〇品川幸久委員

やっていただくことはいいことなんでしっかりやっていただきたいと思うんですけど、

本来なら伊勢市は本当に文化、歴史に関してですね、なかなかお金をかけてこなかったと

いうところがありますよね。そこら辺はやっぱり伊勢市の残念なところだと思うんで、こ

れがそういうふうになるんであれば私も望むところであります。

ただ、非常に大きな歴史的な文化がある、たくさん散見しておる中でですね、これに取

り組むというのは非常に大きな仕事をせんならんということだけは肝に銘じて頑張ってい

ただきたいと思います。

◎小山敏委員長長

鈴木委員。

〇鈴木豊司委員

私もですね、なぜ今の時期なのかということで疑問があったんですが、今、品川委員さ
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んがおっしゃっていただいたのでこれは省略させていただきます。

この必要ですが、このシティプロモーションとの関係性が深い、またそのほかにもいろ

いろ移管の必要性を述べてもらったのですが、それはいかがなことかなというふうに私自

自身は思っております。

現状のまま、今の体制の中で連携、活用ができればいいだけの話ではないんかなと。移

管の必要性がなかなか自分では理解ができないんです。今までの体制、組織がですね、そ

れらの面で機能してこなかったということで理解をしてよろしいですか。

◎小山敏委員長

情報戦略局長。

●浦井情報戦略局長

機能してこなかったというよりも、繰り返しになって申し訳ございませんですけれども、

ほかの職場というか課のほうが取り組んでおります事業の中で自然と、というといかんで

すけれども、生きがいづくりで文化を活用しておる、あるいは地域の活性化に文化と携わ

っておるみたいな部分は自然と生じたような格好での事業展開があったというふうに思っ

ております。

それから当然のように、観光におきましても文化と結びつきをつくりながら観光事業と

いうのをやっておりますので、今までもやってきたことはやってきております。ただそれ

をもっと連携を深めて、各課の事業との調整も進めながらもっと前に進めていこうと、こ

ういうような位置づけで今回移管させていただきますので、今がいかんだというよりも、

さらに進めていくというふうな御理解を賜ればというふうに思います。

◎小山敏委員長

鈴木委員。

〇鈴木豊司委員

現在の体制でもですね、その辺は十分対応できると私自身思っておりますので、あえて

質問をさせてもらいました。

それでもう一点ですね、スポーツの関係なんですけど、この23条の職務権限の特例です

か、その中でスポーツの関係も含まれておると思います。

例えば国体を例に出しますと、今、国体推進局が設置されておるんですが、それ以前は、

国体の予算は教育費で組みながら、観光が所管をしていたと、すごくイレギュラーな部分

があったわけですね。

そういうことを考えてくると、スポーツに関してみましても、長のほうで管理執行がで

きるということなんです。できるということなんですけど、教育委員会全体の組織そのも

のを見直すというか、検討する必要があるんじゃないかというふうに思っておるんですが、

その辺、スポーツに関しての議論はなかったんですかね。

◎小山敏委員長
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総務部長。

●江原総務部長

まだですね、今のところスポーツに関しての庁内での議論がそれほどなされていないと。

観光誘客目的のスポーツでの観光誘客というふうなところについては市長部局で取り組ん

でおったりと、国体の部分もやっておりますけども、ただこれ今後ですね、そのような議

論が起こってきましたら、また議会のほうでも御議論を賜りながら進めてまいるというよ

うなことになろうかと思います。今のところそういうところでございますので、御理解賜

りたいというふうに思います。

◎小山敏委員長

鈴木委員。

〇鈴木豊司委員

起こってきたらというふうなことではなくて、議論をすべきというふうに思ってます。

それともう一点ですね、情報戦略局の業務量の話なんですが、以前もそういうことがお

話をしたことがあってですね、公共施設のマネジメントが違う部署へ移管をされたんです

が、改めて文化財とかそういう大きな課題がまた情報戦略局のほうへのしかかってくると

いうようなことになるんですが、情報戦略局のほうは大丈夫なんでしょうかね。部長さん

しっかりしておるでいいと思うんですけど、どうですか。

◎小山敏委員長

情報戦略局長。

●浦井情報戦略局長

御心配いただいてありがとうございますけれども、局内で連携しながら取り組んでいき

たいと思いますので、よろしくお願いします。

◎小山敏委員長

鈴木委員。

〇鈴木豊司委員委員

はい、ありがとうございます。局内ということなく、もう全庁的に連携し、やっていた

だきたいと思います。終わります。

◎小山敏委員長

福井委員。

〇福井輝夫委員

今回、この市長部局への移管ということについての中で、法律の一部改正ということの
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中で、まちづくりに生かしつつ、地域総がかりでその継承に取り組むと書いていただいて

ます。これ非常にすばらしいことだなと思います。地域総がかりでということでございま

すけどね。

教育委員会の所管から市長部局への移管においてですね、今まで以上の効果を期待した

いなと思っております。

文化振興課所管事業、業務全てを移管するということでございますけども、こういう大

きな変換のとき、いい機会だと思いますので、体制づくり、人員の配置、そういうところ

についてですね、特に考えておられることがあれば教えていただきたいと思います。

◎小山敏委員長

職員課長。

●上田職員課長

人員の配置につきましては、現在令和３年４月１日の人事異動も含めた職員配置という

ことで各課にヒアリングをしております。その全庁の中で、また文化振興課の部分の配置

も考えていきたいと現在考えております。以上でございます。

◎小山敏委員長

福井委員。

〇福井輝夫委員

今までの文化振興課さん、時々私もおじゃまするわけですけども、文化振興課の職員の

方は大変一生懸命やっておられるというのはよく分かります。しかしですね、なかなか人

員不足もあるんじゃないかなと。いろんな業務が多い中で、少ない人数でやってみえる。

他市の専門員の方なんかから見ると、伊勢市はもう少し人員を増やしてもいいんじゃない

かというような意見も聞いたことがございます。

そういう中でですね、そういう専門員の人員の増員とかそういうものが今、何も考えて

いないんでしょうか。それとも今後そういう部分も検討していきたいと思ってみえるんで

しょうか。

この資料、伊勢市の歴史資料館等が今、大したものはございませんけども、今後充実し

ていくというようなこともあろうかと思います。いろんな中で、そういう部分の人員の増

員ですね、そういう部分について何か予定があれば、意見があれば教えてください。

◎小山敏委員長

総務部長。

●江原総務部長

今、人員のお話ということで今おっしゃられました。現在人員につきましては、コロナ

対策とかでなかなか厳しい状況にはございます。

ただ、専門職ということになれば、採用というふうなところに関係してきますので、今
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年度中につきましてはなかなか難しいところもございます。ですので来年、例えば専門職

というふうなことであれば、採用計画で年度当初に聞き取りを行いますので、事業量とか

そういうところを見ながら、担当部署とも相談してやっていきたいなというふうには考え

ておりますんで、よろしくお願いいたします。

◎小山敏委員長

福井委員。

〇福井輝夫委員

分かりました。今後の市の動向というか、どういう方針でいくかということにかかって

くると思いますが、そういうもんでは常に考えていただきたいなと思いますので、よろし

くお願いしたいと思います。

それから、文化財の保存管理というのは大変重要なことだと私は思っております。さら

に、重要文化財となればなおさらのことだと思います。文化財も、老朽化や耐震補強等も

必要となったときにですね、その対策としては委員会を編成してですね、対応を考えてお

ると考えなければならないと思います。そのときに、その施設を一番よく知っている人、

地元の方や管理をしている方等の意見をどれだけ取り入れているのか。その部分で今の市

の状況をですね、ちょっとこうお聞きしたいなと。

ある会議にはですね、管理している人はオブザーバーとして参加をしておりますけども、

意見を言っても参考意見としてのということだけでですね、声が反映されにくいというこ

とも実際に聞いております。改修の場合なんかはですね、建物を使いながら、現状に沿っ

た使いやすい方法でというようなことも必要になってくるかと思いますけど、そういう部

分がなかなか意見が反映されにくいというようなことも聞いております。

そのためにはですね、その委員会を編成するに当たっては、専門員だけじゃなくてです

ね、その一番よく知っている管理人や地元の人も委員として参加すべきではないかという

ふうに私は思うんですけども、そういう部分については、お考えをちょっとお聞かせ願い

たいと思います。

◎小山敏委員長

文化振興課長。

●大西文化振興課長

御指摘いただいております会議といいますのは、旧賓日館の保存整備委員会のことかと

理解しております。

今現在、旧賓日館につきましては、耐震診断、それから耐震の補強案というのを専門家

の方の意見を聞きながら進めているところでございまして、文化庁の補助事業を活用して

進めております。

補助事業の要件といたしましては、冒頭で申し上げました委員会を設置して進めること

となっておりますので、文科庁からの御紹介いただいた委員の方も入っていただきながら、

今現在、継続費を組みながら去年と今年で進めている、そういう会議でございます。
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そちらの会議のほうはですね、今福井委員御紹介いただきましたとおりオブザーバーと

して賓日館の管理をされているＮＰＯ法人の方にも入っていただいております。あと、県

の職員の方それから文化庁の職員の方も同様にオブザーバーとして入っていただいて、御

意見を頂戴しているというところでございます。

それでちょっと委員の中にですね、すぐさま入っていただくということは、ちょっとま

た今後の宿題とさせていただきたいと思いますが、頂いた御意見をしっかりと聞くという

ことは大切なことだと思っておりますので、そこは十分理解して事業のほう今後も進めて

まいりたいというふうに考えておりますので、御理解いただきますようよろしくお願いい

たします。

◎小山敏委員長

福井委員。

〇福井輝夫委員。

ありがとうございます。いいものをつくっていくためには、やはり現状に沿ったものも

配慮していく必要があろうかと私は思いますので、単なる保存だけのことを考えて進める

ということになると、やはりそのもの自体ができ上がったときに、観光のいろんな方が見

に来られたとき何だあれはというようなことではいかんのですから、やはりそういう面で

は、よく知っている人も意見がよく通るようなですね、よく聞く耳を持っていただくとい

うようなことは必要かと思います。

やはり言っても意見通らへんのやわというようなことで落胆してるような状態ではいか

んと思いますので、そういう今回、ちょっとこういう機会もございましたので、これちょ

っと意見させていただいたんですが、今回こういうことで市長部局に行くというようなこ

と、で大きな体制変化の中でですね、そういう部分も考慮に入れながら、配慮していただ

きながら進めていただければありがたいと思いますのでよろしくお願いします。

◎小山敏委員長

西山委員。

〇西山則夫委員

既に品川委員、鈴木委員が御質問されたんで、少しかぶるかもわかりませんけど教えい

ただきたいと思います。

一つはですね、鈴木委員がおっしゃったように、今なぜこの時期っていうのが、本来で

すと、市の機構改革というのは４月１日に合わせてですね、３月議会の前の委員会協議会

で、機構改革案として出されてくるわけですけども、今回はその前に、文化振興課の市長

部局への移管ということについて説明をされたんですが、その背景にあるものを少しお答

え願えませんか。

◎小山敏委員長

情報戦略局長。
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●浦井情報戦略局長

今回の移管は、先ほど説明させていただきましたところですけども、４月１日を目途と

しておるわけですけれども、これに当たりましては地方教育行政の組織及び運営に関する

法律の第29条のところに教育委員会の意見聴取というふうな規定がございますので、教育

委員会のほうからの意見を伺うというふうな必要性がございます。それと文化財保護審議

会における審議をお願いするというところがございますので、３月前の協議会のほうに上

げて機構改革の中でというふうになってきますと、ちょっとその辺の順番というといかん

ですけれども、その辺が日程的に難しいということがございましたので、本日急遽お開き

いただきまして、御審議いただいておるとこでございます。

◎小山敏委員長

西山委員。

〇西山則夫委員

その内容について分かりました。それぞれの機関、会議あるいは委員会等での議論を済

まさなければならんということについて理解をさせていただきました。それで、今回出て

きたというとについては了とさせていただきたいというふうに思います。

総務政策委員会でございますので、そういった機構改革のことについて申し上げるのが

筋なんですが、教育委員会の関係についても少しこれらの経過について若干申し上げたい

と思うんですが、これまで私は文化財を活用した観光政策との融合というんですか、文化

財を活用した観光政策をつくるべきではないかというのは意見を申し上げてきたんですが、

なかなかその当時の観光部局の担当者は首を縦に振らずにですね、伊勢市には神宮徴古館

とか農業館があるんで、そこら辺を活用した観光政策を練っていきたいというような答弁

にとどまっていたわけですが、今回、市独自としてシティプロモーションを含めた観光、

そういったものについて、この文化財との関係を含めて取り組んでいきたいという旨が記

載をされているわけですけども、これまでの経過から見ると今、伊勢市は郷土資料館もあ

ったわけですね、郷土資料館ですね、あそこを潰したという言い方はいかんのですが、と

りあえず保存するということにして、もう随分な年月がたつわけですよ。で、あれが市の

財産であるならば、それを今まで市としてそれを活用して何か事業、観光施策として事業

を展開してきたのか。そういったこともないのに今回新たにですね、文化財を活用したシ

ティプロモーション、それ並びに地域自治観光と行政分野というような説明がされたんで

すけども、少し今までの経過から見ると、少し本当に今までやってきた上に立って何かを

展開するというなら分かるんですよ。今まで土台が何もない、これから今からやりますと。

調べたところによりますと、国・県・市指定の文化財の総数は188件あるんですよね。こ

れらをどうして、どのようにして活用していくという姿が私はちょっと少し見えてきませ

ん、今までの経過からいいますと。

そういった意味で、市長部局に入れることによって、入ることによって、移管すること

によって、これがどのように展開していくかっていうね、今プランでも結構ですんで、少

しお聞かせをいただきたいと思います。
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◎小山敏委員長

文化振興課長。

●大西文化振興課長

ありがとうございます。これまで観光とのつながりというのは、例えば近いところです

と、そうですね、昨年度ですと二見浦の内容をですね、企画展としておかげ横丁で開催さ

せていただいたりとか、そういった面もちょっと多少あったんですけど、弱いという御批

判を受けたのは当然承らせていただくんですが、これから文化財の活用に力を入れていく

ということになってまいります。

これが、今言っていただいた観光も当然そうなんですが、文化財を活用していくために

は文化財ひとくくりではありませんでして、それぞれの文化財ごとにですね、何をその文

化財で生かしていくことが大事なのか、どういったところに価値があるいは魅力があって、

それをどのように守っていくのかっていうことをしっかりと整理する必要があるのではな

いかなと思っております。

今回、文化財保護法が改正したその中におきまして、幾つか改正内容があるんですけれ

ども、文化財保存活用地域計画という計画を策定することができるという、そういった改

正も行われました。それはどういったことかというと、それぞれの地域における文化財、

これは指定のものも未指定のものも含まれますけれども、そういったものをしっかりと把

握して、地域としてどのように保存活用していくのかということを整理していくというそ

ういう趣旨の計画でございまして、今後進めていくに当たってはちょうどいい計画なのか

なというふうに認識しておりますので、ただこの計画を作っていく上におきましては、文

化庁あるいは三重県等々とまた相談をさせていただきながら、また他市町の状況も研究を

重ねながら進めてまいりたいとは思っておりますが、現時点におきましては、こういった

計画を策定することも手段の一つかなというふうに考えております。

◎小山敏委員長

西山委員。

〇西山則夫委員

ありがとうございます。地域計画をこれから立てていくんだっていうことも今、答弁の

中であったんですけども、市指定のいわゆる有形無形、全て記念物含めてですね、106件

あるわけですね。これを分野別にどうして、どのような計画を立てるかというのは、少し

お手並みを拝見させていただきたいと思うんですが、かなりしんどい作業になる。今まで

それを、それすらも出来てこなかった。

今、福井委員がおっしゃったようなですね、人的配置の問題とか、そういったものもろ

もろ考えていきますと、そう簡単にこの取組が進むというようにも思えませんので、そこ

ら辺はですね、市長部局へ行ったその成果がきちっと出なければ、今までの文化振興課で

も構わないわけですよね。

やっぱりこういう大上段に地域との、あるいはシティプロモーションをやって、あるい
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は観光も全部含めてですね、そういった文化財を活用していくという、全てのスケジュー

ルを包括的に市長部局、情報戦略局でやっていただけるということをここで力強く局長表

明してくれませんか。

◎小山敏委員長

情報戦略局長。

●浦井情報戦略局長

西山委員のほうからおっしゃっていただく、何もないというか土台がないっていうふう

な部分についてのそれらの評価ということでいただいとると思いますが、大変低い位置の

土台なんかも分かりませんですけれども、今私たちには土台は、評価は低くても持っとる

つもりでございますので、その土台にしっかりと立ってお答えできるような取組を進めて

いきたいと思っております。

情報戦略局に配属になりますので、先ほど来申し上げましておりますように、人員のこ

とも御心配いただいておりますけれども、局だけではなく、担当課だけではなく、全庁的

に文化の保存につながるような、また地域の活性化につながるような事業のほうを進めて

いきたいと思いますし、それに当たるような計画の策定もしながら進めていきたいと思っ

ておりますので、４月になったんで、ごろっとすぐに変わるってのはなかなか難しゅうご

ざいますけれども、きちんと根を張りながら頑張っていきたいと思いますので、よろしく

お願いします。

◎小山敏委員長

西山委員。

〇西山則夫委員

心強いというか、局長の答弁をいただきましたんで了としますけども、先ほど品川委員

がおっしゃったようにね、これ本当に縦割り行政というんですか、ではいけない事業のよ

うな非常に気がしてなりません。

やっぱり市固有の文化財というのがどこに関係するかというのも、やっぱり他の部局で

も、例えば特に観光、市民生活含めてこれをきちっと情報戦略局は指導しながら、他の部

局と連携をとりながらやっていかないと元の木阿弥、情報戦略に文化振興課がおるという

だけのことになってしまっては元の木阿弥になると思うんでね。だから、それは先ほど局

長答弁したように、きちっと横の連携をしていく一番いい機会ではないかというふうに私

は思いますので、これ以上今、これからやることですから、評価も総括も出来ませんので

この程度にしますが、期待を込めて申し上げておきたいと思いますので、頑張っていただ

くように、はい、終わります。

◎小山敏委員長

情報戦略局長。
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●浦井情報戦略局長

いろいろ御意見いただきまして、ありがとうございます。教育委員会にあるほうがいう

といかんですけども、縦割り的に僕としては見えてしまっているんじゃないかというよう

な気がしております。

ただ、現状でも各課におきまして文化に携わる事業は展開しておりますけれども、何度

もになって申し訳ございませんですけれども、市長部局に持ってくることで、さらに今以

上の横の連携を取りながら事業のほうを、文化に係る政策のほうを進めていきたいと思っ

ておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

◎小山敏委員長

他に御発言はありませんか。

藤原委員。

〇藤原清史委員

先ほどからスポーツの話も少し出たんですけども、何市かではスポーツ課を市長部局に

移してやってる地域もあるということは知ってるんですけども、以前、何年か前ですか、

まず最初のほうでやったという市町が出雲ですか、出雲のほうで市長部局へ移したという

ような話を聞いて確か視察に行ったこともあるんですけども、やはりそうなってくるとで

すね、学校とのつながりが各スポーツ団体に対して薄くなってくるという話をちらっと聞

いたんですわ。

これ文化も一緒で、その地域地域に根差した文化的な例えば御頭舞とかいろんなかんこ

踊りとか、いわゆる文化的な事業もあると思うんですけども、教育委員会とのつながりが

段々薄れてくるんじゃないかという心配私はあるんですけども、その辺今後の教育委員会

としてはどういうふうに対応してくのか、ちょっとその辺だけ教えてください。特にスポ

ーツなんてのは地域でね、やってるところが多いと思うんですよね。

◎小山敏委員長

文化振興課長。

●大西文化振興課長

はい、ありがとうございます。学校現場、学校教育との連携といいますのは欠かせない、

なくてはならないところだというふうに理解をしております。

来年以降も引き続きですね、学校教育とは連携を進められるような日頃からの情報共有

と、それから午前中の協議会でもちょっと御答弁申し上げましたけれども、校長会等もご

ざいますので、そういったところで情報を共有していただくようなこともしっかりとやっ

てまいりたいというふうに考えておりますので、御理解いただきますようお願い申し上げ

ます。

◎小山敏委員長

藤原委員。
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私としては、市長部局なり教育委員会どちらでやっていいというわけないんですけども、

やっていただければありがたいんですけども、やっぱり教育委員会を離れてしまうとです

ね、学校側の対応というのがちょっと幾つか、私こうちょっと冷たいなというようなとこ

ろがあるわけなんで、その辺ちょっとやっぱり地域に対する学校なんで、その辺教育委員

会のほうもしっかりこれも取り組んでいただきたいなと、ちょっと思うんですけども、以

上です。

◎小山敏委員長

学校事務部長。

●鈴木事務部長

もともと教育委員会にあって、法律の上でも、文化は教育のほうと切離しが出来ないと

いうふうなことにもなっております。

市長部局のほうへ行って、これから今まで以上に文化財でありますとか文化芸術、市民

の皆さんと関わりを持ちながら、皆さんに見ていただきながら発展していくというか、強

化されていくものというふうに期待を私たちもしておるところでございますが、学校教育

とはやはりですね、切っても切り離せないところは十分あると思います。また社会教育の

ほうとも関連も深いものでございますので、その辺り学校のほうとも小中学校のほうとも

しっかり連携しながら進めていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。

◎小山敏委員長

他に御発言はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎小山敏委員長

よろしいですね。

他に発言もないようですので、本件についてはこの程度で終わります。

以上で本日御協議願います案件は終わりましたので、これをもちまして、総務政策委員

協議会を閉会いたします。

閉会 午後１時41分


